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と

ば

り

き
ゆ
う

京
都
・鳥
羽
遺
跡

・
鳥
羽
離

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
竹
田
真
幡
木
町

・
内
畑
町
地
内

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
四
五
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
〇
月
１

一

二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
尾
藤
徳
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
住
居
跡

。
離
宮
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鳥
羽
離
宮
跡
は
、
平
安
京
九
条
大
路
か
ら
南
に
三
臨
に
位
置
し
、
陸
上

・
水

上
交
通
の
要
衝
で
、
現
在
の
鴨

川
の
南
側
、
名
神
高
速
道
路
京

都
南
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
の
南

方
に
あ
る
、
東
西
約

一
「
二
ｈ

南
北
約

一
駈
の
遺
跡
で
あ
る
。

白
河
天
皇
と
鳥
羽
天
皇
に
よ
つ

て

一
一
世
紀
後
半
か
ら

一
二
世

紀
中
頃
に
か
け
て
造
営
さ
れ
、

一
三
世
紀
中
頃
に
は
あ
ま
り
使

用
さ
れ
な
く
な
り
徐
々
に
荒
廃
し
て
い
つ
た
ら
し
く
、　
一
四
世
紀
前
半
以
降
、

鳥
羽
離
宮
の
名
は
史
料
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。
下
層
に
は
、
離
宮
以
前
の
鳥
羽

遺
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中
期

・
後
期

の
遺
構

・
遺
物
、
古
墳
時
代
の
古
墳
や
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
阪
神
高
速
道
路
公
団
に
よ
る
京
都
市
高
速
道
路
二
号
線

（油

小
路
線
）
竹
田
第
三
工
区
と
し
て
、
今
ま
で
油
小
路
通
の
工
事
で
は
調
査
し
て

い
な
い
Ｎｏ
ｌ９

。
２０
の
橋
脚
部
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
十
数

ｍ
四
方

（
一
四
〇
雷
）

調
査
し
た
。
調
査
地
は
鳥
羽
離
宮
の
北
限
と
推
定
さ
れ
る
。

現
地
表
面
は
標
高

一
六

・
三
ｍ
で
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
、
標
高
約

一
五

・

二
ｍ
以
下
が
旧
耕
土
層
で
、
そ
の
下
層
は
近
世

。
中
世
の
耕
土
層
や
包
含
層
と

な
り
、
こ
こ
か
ら
少
量
の
近
世
や
中
世
の
遺
物
が
出
土
ｔ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物

に
混
じ
っ
て
、
南
側
の
随
２０
ト
レ
ン
チ
で
は
弥
生
時
代
の
石
剣
片
や
サ
ヌ
カ
イ

ト
製
の
石
鏃

・
石
包
丁

・
石
錐
の
破
片
が
出
土
し
、
北
側
の
ＮＯ，１９
ト
レ
ン
チ
で

は
、　
一
四
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
ま
で
の
土
師
器
皿
、
青
磁
椀
、
瓦
器
椀
、
羽
釜
、

古
瀬
戸
皿
な
ど
が
出
土
し
、
標
高

一
四

・
三
ｍ
の
灰
色
粘
土
層
か
ら
柿
経
二
十

数
点
が
出
土
し
た
。

標
高
約

一
四
ｍ
で
湧
水
が
激
し
く
な
り
、
調
査
を
終
了
し
た
が
、
鳥
羽
離
宮

跡
や
鳥
羽
遺
跡
に
関
す
る
明
確
な
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
柿
経
は
、　
一

カ
所
に
か
た
ま
つ
て
出
土
し
た
。
共
伴
す
る
遺
物
は
な
い
が
、
上
下
の
包
含
層

か
ら

一
四
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
ま
で
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
室
町
時

代
頃
の
柿
経
で
あ
ろ
う
。
文
字
や
墨
痕
は

一
五
点
に
残
存
す
る
。

(京都西南部・京都東南部)
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2003年出上の木簡

(7) (6)
８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

□
仏
各
各

〔子
力
〕

中
師
□

〔
坐
力
〕

諸
仏
皆
悉
来
□

〔
坐
力
〕

□
其
半
座
結

万
億
那
由
他
□
【
国
力
〕

仏
可
就
此
座

〔養
力
〕

□
如
是
若
干
諸
仏
恭
敬
尊
重

口
‐十
日
菩
提
是
故
諸
菩
薩
摩
詞

億
仏
亦
於

摩
詞
薩
能

□
□

□□

（
卜
ｏ
）
×

Ｐ
∞
×
９
∞
　
ｏ
∞
岸

含

じ

×

含

じ

×

ｏ

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
∞
枷
）
×

Ｐ
卜
×
ｏ
∞
　
ｏ
∞
μ

□
□
□
□
□

日
日
日
□
□
□

□
□

□
□
□
□

□
□
□

口

回

□□
□

□□□口
□

（
ミ
ｏ
）
×
ｏ
×
９
∞
　
ｏ
∞
μ

Ｏ

じ

×

命

じ

×

９

∞
　

ｏ
∞
μ

令

じ

×

合

）
×

９

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
∞
じ

×

含

９

×
ρ
∞
　
ｏ
∞
μ

（
Ｐ
∞
）
×

Ｐ
ｏ
×
９
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
じ

×

含

じ

×
９
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
滓
〇
∞
）
×

Ｐ
騨
×
９
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

合

じ

×

（
９

×
ｏ
ω
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｃ

じ

×

含

）
×
９
∞
　
ｏ
∞
μ

ｃ

ｅ

×

含

ｅ

×

９

∞
　

ｏ
∞
Ｐ
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口
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞∞て
０
さ
い

寓
μ

ω
ｌ
①
は

『妙
法
蓮
華
経
』
見
宝
碁
品
第
十

一
、
い
働
は
同
常
不
軽
菩
薩
品

第
二
十
に
見
ら
れ
る
文
言
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
柿
経
は
法
華
経
を
書
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
直
接
接
続
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
経
文
は
、
①
表

・

（
］
］
）
×

Ｐ
Ю
×
９
∞
　
ｏ
∞
Ｐ



②
表

・
０
表
…
０
裏

。
②
裏

・
⑪
裏
、
い
表

・
働
表
…
０
裏

・
ω
裏
の
順
に
続

き
、
書
写
過
程
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『鳥
羽
離
宮
跡

・
下
鳥
羽
遺
跡
』
（京
都
市
埋

蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
概
報
二
〇
〇
一
―
八
、
二
〇
〇
二
年
）
　

（尾
藤
徳
行
）

)

域

⑪
♭

・
ケ

(

鯵

て

木
簡
学
会
編

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
の
増
刷

創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』

（帥
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
が
、
刊
行
後

一
年
を
経
ず
し
て
増
刷
の
逗
び
と

な
っ
た
。
増
刷
に
あ
た
つ
て
、
誤
植
の
ほ
か
、
左
記
の
訂
正
を
行
な
っ
た
。

木
簡
９．
　
図
版

・
釈
文
…
…
正
し
い
接
続
が
判
明
し
た
た
め
、
写

真
を
差
し
替
え
、
釈
文
を
訂
正
。

木
簡
２７‐
　
図
版
…
…
鮮
明
な
写
真
に
差
し
替
え
。

木
簡
４５５
　
図
版
…
…
天
地
逆
の
誤
り
を
訂
正
。

な
お

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
の
刊
行
に
あ
わ
せ
て
、
長
ら
く
品
切
と

な
っ
て
い
た
、　
一
〇
周
年
記
念
図
録

『日
本
古
代
木
簡
選
』
（岩
波
書
店

刊
）
も
増
刷
し
た
。
い
ず
れ
も
少
部
数
の
増
刷
で
、
お
求
め
は
お
早
め
に
。

『日
本
古
代
木
簡
集
成
』
全
一刷
）

Ｂ
４
判
　
巻
頭
カ
テ
ー
図
版
ニ
プ
レ
ー
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版

一
二
四
プ
レ
ー
ト
、
解
説
ほ
か

一
四
二
頁

⑪
東
京
大
学
出
版
会
刊
、
定
価
二
〇
〇
〇
〇
円

（税
別
）

『日
本
古
代
木
簡
選
』
全
一刷
）

Ｂ
４
判
　
巻
頭
カ
ラ
ー
図
版
ニ
プ
レ
ー
ト
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版

八
五
プ
レ
ー
ト
、
解
説
ほ
か

一
六
六
頁

岩
波
書
店
刊
、
定
価

一
八
〇
〇
〇
円

（税
別
）




